
         
          

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Safflower（サフラワー） 
 

かかりつけ医の先生と河北病院をつなぐ 

 

 
山形県立河北病院 地域医療部 

令和７年３月 第 66号 

地域医療における総合診療医の役割 

山形県立河北病院 在宅医療推進室長 

齋藤 惣太 

 今回、私たち河北病院総合診療科は、2025年 2月 7日に山形大学医学部第一内科との連携企画で総合

診療セミナーを開催しました。主に山大医学部の学生に向けたセミナーで、「総合診療や地域医療ってど

んなものだろう」ということを伝えました。 

 2024年度から当科の深瀬と齋藤は、山形大学医学部第一内科の非常勤講師として、定期的に総合診療

に関する講義を行っています。この取り組みは山形県における若手医師の確保と、地域医療における総

合診療の必要性に着目した山形大学医学部第一内科のビジョンに基づいています。 

 今回の総合診療セミナーでは、県内で総合診療医を育成・教育している 3 施設（県立河北病院、至誠

堂総合病院、公立置賜総合病院）の指導医が講師として参加しました。まず初めに当科深瀬より、「総合

診療専門医の役割と強み」について概説し、その後、至誠堂総合病院の川瀬医師から「山形市(都市部)

における総合診療」、公立置賜総合病院の髙橋医師より「高次医療機関における総合診療」、当科齋藤か

ら「地方病院における総合診療」という題目で各地域での総合診療の業務内容や、地域医療において求

められる役割について具体的に説明しました。 

 当院総合診療科の特徴としては、救急〜内科外来〜入院診療〜在宅医療やがん患者の緩和ケアまで、

ワンストップで診療できることです。対応できる疾患の幅広さを生かして、今年度は当院の救急車応需

率も向上しています。地域連携の点では、地域の介護施設や行政機関との定期的なミーティングを通じ

て、患者さんや家族の困りごと、地域の課題解決に努めています。今後、開業医・クリニックとのスム

ーズな連携も更に強化したいと考えています。 

  セミナーに参加した学生からは、「総合診

療の現場を具体的にイメージでき、地域医

療の重要性とやりがいを実感できた」とい

う声が寄せられました。河北病院総合診療

科は、次世代の医師が地域医療に関心を持

ち、積極的に参加してもらえるよう、卒前・

卒後教育にも力を入れていく予定です。 

引き続き、地域医療の充実に貢献できる

よう努めてまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★河北病院公式Facebook 

随時更新中です！ 

 「フォロー」・「いいね！」  

お待ちしております。  

★河北病院公式Twitter では 

 外来休診情報などを掲載して 

 おります。 

ぜひご覧ください！ 
河北病院公式 Facebook 

 

 

令和 7年１月、当院に東北初導入となる Siemens Healthineers の AI

技術を搭載した第 5 世代デュアルソース CT「SOMATOM Pro.Pulse」（図

１）が導入されました。最大の特徴は、2 つの X 線管と 2 つの検出器を

搭載し、同時にデータを収集できる点にあります。これにより、シング

ルソース CT の約 2 倍の時間分解能を実現し、高速かつ高精度、さらに

低線量での CT検査が可能となりました。特に体幹部では最速 1～２秒で

撮影を行なえるため、息止めが困難な患者さんにも負担の少ない検査を

提供できます。 

 

 

図１ SOMATOM Pro.Pulse 

スタッフ一同、患者さんが安心して気持ちよく検査を受けられるよう、思いやりの心を大切にし、誠実

な対応を心がけております。今後も最新技術を活用し、より精度の高い診断と低侵襲な医療の提供に努め

てまいります。 

 

図３ Kidney Stones 図２ Bone Marrow 

令和 7年度上半期の胃瘻交換予約日は以下のとおりです。 

予約をご希望の際は、「FAXによる診療予約申込書」を地域医療部まで送付ください。 

また、服用している内服薬の状況を確認できるようにお願いします。 

（予約受付時間：平日 8:30～17:00 FAX：0237-71-1506） 

４月 23日 ５月 28日 ６月 25日 ７月 23日 ８月 27日 ９月 24日 

 

 

また、デュアルエナジー撮影にも対応してお

り、異なる X線エネルギーを用いた解析が可能

です。特に骨髄浮腫を評価できる Bone Marrow

（図２）は、骨折の診断補助として有用であり、

尿路結石の成分分析が可能な Kidney Stones

（図３）では、結石の種類を特定することで治

療方針の決定に役立ちます。その他にも、多様

なデュアルエナジー解析に対応し、診断の幅が

さらに広がりました。 

 

お問い合わせは地域医療部までお気軽にお電話ください。 

電話 0237-71-1505  FAX 0237-71-1506 

 

 

河北病院公式X（旧 Twitter） 

４月から毎週金曜日、内科（循環器）医師による診療を開始します。当面は完全予約制となりますので、

診療をご希望の方は、地域医療部をとおしてお申し込みください。 

 


